
  ひよこぐみだより３月 
 

  ２０２０年３月１日 保土ケ谷保育園 

ひよこ組担任一同   
最近の子どもたちの様子 

1 年間ありがとうございました 

 今月の活動 

あひる組になると 

敏感期 

暖かい日と寒い日を繰り返して少しずつ春が近づい

てきていますね。早いものでひよこ組での生活も残り一

か月になりました。 

年明けからグーンと成長したひよこ組さんは、バナナ体

操やぴかぴかブー等の音楽を流すと、みんなでバナナの

ポーズやハイハイになったり、ひっくり返ったりと、と

っても可愛いです。 

ぽかぽか暖かい日は、散歩に出かけて歩きたい子ども

とバギーに乗りたい子どもに分かれ、楽しそうに公園に

向かっています。公園に着くと、砂場で遊んだり、追い

かけっこをしたりしています。一人遊びから友だちと共

同遊びになり、「なんか面白そう。」と思うと一緒に「き

ゃっきゃっ」と遊ぶ姿も見られるようになりました。お

片付けも、保育者が片づけていると、みんな片づけてく

れます。「助かった。ありがとう」と伝えると嬉しそう

にしています。何気ない関わりも大切にしながら残りの

一か月楽しく過ごしたいと思います。 

先日は、ひよこ組の懇談会にご参加いただきまして、ありがとうございました。保護者の皆さまと一緒

にお子さんの成長の様子を振り返ることができ、とても有意義な時間になりました。 

おうちではちょっぴり甘えん坊になる子どもたちも、保育園ではとてもしっかりしていて頑張っている

ことがわかりました。残り１カ月、進級を心待ちにしながら、ひよこ組で過ごす時間を大切にしていき

たいと思います。１年間本当にありがとうございました。 

・保育者と手を繋いで散歩に出か

け、春の自然に親しみながら、伸び

伸びと遊ぶ。 

・遊びながらの片付けや、手洗いや

着替えに興味をもってやってみよ

うとする。 

ひよこ組からあひる組の時期は、今まで食べていた

のに、野菜等食べなくなったことありませんか。敏感期

といって、突然、苦味や臭み等を感じやすい時期なので

す。気持ちに寄り添いながら、今食べなくても薄味で出

し続けるといつの日か食べる日がきます。 

「自分でやりたい」の気持ちが増える半

面で「でもできない…」という気持ちが

揺れ動く時期になります。大人が当たり

前にできることが、子どもたちにとって

は当たり前ではありません。できたとき

はできたことを一緒に喜び、難しいこと

は難しいねと共感して寄り添いながら手

伝ってあげてください。抱っこを求めた

時は抱っこをしてあげましょう。子ども

の気持ちをしっかり受け止めてあげると

子どもたちも私たちの気持ちに応えてく

れます。信頼関係が子育てには大切なこ

とです。悩んだ時は、いつでも相談して

ください。 


